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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも各種管路を一部に集約して構成した本体ユニット及びこの本体ユニットに対
して着脱自在で、該本体ユニットに集約されている各種管路に連通する各種管路を有する
管路ユニットを備えた内視鏡と、
　少なくとも、前記内視鏡の備える各種管路を介して流体の供給或いは吸引等の制御を行
うポンプ・電磁弁制御ユニットを有する内視鏡制御装置と、
　本体ユニットの側部から延出され、内部に該本体ユニットの有する電気的機能部から延
出する信号線及び光学的機能部から延出するライトガイドを挿通したユニバーサルコード
と、
　を具備し、
　前記管路ユニットの一端部は前記本体ユニットの管路と着脱可能で、前記管路ユニット
の他端部は前記ユニバーサルコードの端部に設けられるスコープコネクタに対して着脱自
在に配設可能であることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　電気的機能部、光学的機能部及び各種管路を一部に集約して構成される本体ユニットと
、この本体ユニットに対して着脱自在で、該本体ユニットに集約されている各種管路に連
通する管路を有する管路ユニット、前記本体ユニットに対して着脱自在で、該本体ユニッ
トの有する電気的機能部から延出する信号線及び光学的機能部から延出するライトガイド
が挿通して端部にスコープコネクタを有するユニバーサルコードユニットとを備えた内視
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鏡と、
　前記内視鏡の備える管路を介して流体の供給或いは吸引の制御を行うポンプ・電磁弁制
御ユニットと、前記内視鏡の備える電気的機能部の制御を行う信号処理ユニットと、前記
内視鏡の備える光学的機能部の制御を行う光源装置、光源制御ユニット及びランプ点灯用
電源ユニットとを有する内視鏡制御装置と、
　を具備し、
　前記本体ユニットに着脱可能なユニバーサルコードユニットに、電源供給用の電源線、
映像信号伝送用の信号線、電気メス用のアース線用電線、光供給用のライトガイドのいず
れか２つ以上が挿通され、
　前記電気メス用のアース線用電線との信号伝送手段を、高周波接続手段で構成したこと
を特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、体腔内に挿入部が挿入され、検査・処置終了後にその挿入部等の洗浄・消
毒を行って再使用される内視鏡を有する内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、第１図に示すように内視鏡１は、操作部２と、挿入部３と、ユニバーサルコード
４とで主に構成されていた。第２図に示すように内視鏡１内には例えば、送気・送水管路
１ａ、吸引管路１ｂを兼ねる処置具チャンネル１ｃ、送気管路１ｄ及び送水管路１ｅ等の
各種管路や、図示しない各種信号線、電線やライトガイドファイバ等が挿通されていた。
【０００３】
　ユニバーサルコード４の基端部にはスコープコネクタ５が設けられている。スコープコ
ネクタ５には電気コネクタ５ａ、ライトガイドコネクタ５ｂ及び送気口金５ｃ、或いは吸
引口金５ｄ等が設けられている。電気コネクタ５ａには、内視鏡１の外部装置である図示
しない内視鏡制御装置等が電気的に接続される。ライトガイドコネクタ５ｂには外部装置
である内視鏡用光源装置が接続される。
【０００４】
　第１図及び第２図に示すように電気コネクタ５ａは、防水キャップ６が装着可能な構造
である。つまり、内視鏡１の洗浄・消毒時においては、防水キャップ６が電気コネクタ５
ａに装着される。このことによって、電気コネクタ５ａの防水性が確保される。
【０００５】
　操作部２には、術者が手元で送気・送水の制御を行うための送気・送水ボタン７と、吸
引の制御を行うための吸引ボタン８とが設けられている。送気・送水ボタン７は送気・送
水シリンダ９ａに装着され、吸引ボタン８は吸引シリンダ９ｂに装着される。
【０００６】
　操作部２の挿入部３側には、吸引管路１ｂの一部が分岐された分岐部１０が設けられて
いる。分岐部１０には、術中に処置を行うための処置具を挿抜するための鉗子口１１が設
けられている。鉗子口１１は処置具が挿通可能なスリット１２ａを有する鉗子栓１２によ
って塞がれる。挿入部３の先端部、本図においては先端面、には送気／送水を行うための
送気・送水用開口３ａ及び吸引用開口と処置具導出口とを兼ねる処置具用開口３ｂが設け
られている。送気・送水用開口３ａには管路１ａの端部が連通し、処置具用開口３ｂには
処置具チャンネル１ｃの端部が連通している。
【０００７】
　このように構成された内視鏡１を、検査等終了後に洗浄・消毒を行う際には、前述した
内視鏡１の構造に従って、洗浄・消毒を行う必要がある。つまり、内視鏡１の送気・送水
管路１ａ、吸引管路１ｂ、処置具チャンネル１ｃ、送気管路１ｄ、送水管路１ｅ内の洗浄
・消毒を行うために、洗浄用ブラシ１３を一方の開口である例えばシリンダ９ａ、９ｂや
、鉗子口１１等から挿入して、他方の開口である送気・送水用開口３ａ、処置具用開口３
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ｂ、吸引口金５ｄ等から突出させて管路内を洗浄しなければならない。
【０００８】
　しかし、洗浄用ブラシ１３を挿入する位置が内視鏡１の様々な部位に分散していること
や、内視鏡１の内部に設けられている各種管路に急激に屈曲する部分或いは分岐する部分
が存在する等管路構造が複雑なことにより、洗浄用ブラシ１３を挿抜して行う洗浄・消毒
作業は手間のかかる煩わしいものであった。
【０００９】
　また、内視鏡１には、内視鏡制御装置内に設けられているカメラコントロールユニット
などに電気信号を伝送するための電気コネクタ５ａが存在し、洗浄・消毒を行う際にはそ
の電気コネクタ５ａに必ず防水キャップ６を取り付ける必要があった。稀に、防水キャッ
プ６の取り付けを忘れてしまうことによって、内視鏡１の内部に洗浄液等の液体が侵入し
て、この内視鏡１に不具合が発生するおそれがあった。
【００１０】
　例えば、特開２０００－２２５０９３号公報には、送気管、送水管のブラッシング洗浄
が容易で、また外部に露出する軟性チューブを用いずに管路を電磁弁ユニットに接続でき
るようにする管路を有する内視鏡システムが示されている。
【００１１】
　この内視鏡システムでは、送気・送水管のブラッシング洗浄を容易にするため、ライト
ガイド接続端、送気管の接続口及び送水管の接続口をケーブル（前記第１図のユニバーサ
ルコード４に対応）のコネクタ部（前記第１図のスコープコネクタ５に対応）内にまとめ
て配置していた。また、コネクタ部内における送気管、送水管を前記ケーブルに向けて真
っ直ぐに形成配置していた。そして、このコネクタ部は、光源／電磁弁装置（前記内視鏡
制御装置に対応）に接続される。さらに、内視鏡内の送気管路及び送水管路を先端部から
前記コネクタまで独立した管路として構成していた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、前記内視鏡システムでは洗浄用ブラシを挿入する口金が様々な位置に分
散していること、管路に屈曲する部分や分岐する部分が存在すること、電気的コネクタに
必ず防水キャップを取り付ける必要があること等、内視鏡本体を洗浄・消毒する作業は煩
雑で、手間がかかっていた。
【００１３】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、管路を挿入部に集約し、その集約され
た各管路の屈曲度を小さくするとともに、分岐部を少なくして内視鏡の洗浄・消毒をより
簡便に行える内視鏡システムを提供することを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の第１の内視鏡システムは、少なくとも各種管路を一部に集約して構成した本体
ユニット及びこの本体ユニットに対して着脱自在で、該本体ユニットに集約されている各
種管路に連通する各種管路を有する管路ユニットを備えた内視鏡と、少なくとも、前記内
視鏡の備える各種管路を介して流体の供給或いは吸引等の制御を行うポンプ・電磁弁制御
ユニットを有する内視鏡制御装置と、本体ユニットの側部から延出され、内部に該本体ユ
ニットの有する電気的機能部から延出する信号線及び光学的機能部から延出するライトガ
イドを挿通したユニバーサルコードと、を具備し、前記管路ユニットの一端部は前記本体
ユニットの管路と着脱可能で、前記管路ユニットの他端部は前記ユニバーサルコードの端
部に設けられるスコープコネクタに対して着脱自在に配設可能であることを特徴とする。
【００１５】
　本発明の第２の内視鏡システムは、電気的機能部、光学的機能部及び各種管路を一部に
集約して構成される本体ユニットと、この本体ユニットに対して着脱自在で、該本体ユニ
ットに集約されている各種管路に連通する管路を有する管路ユニット、前記本体ユニット
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に対して着脱自在で、該本体ユニットの有する電気的機能部から延出する信号線及び光学
的機能部から延出するライトガイドが挿通して端部にスコープコネクタを有するユニバー
サルコードユニットとを備えた内視鏡と、前記内視鏡の備える管路を介して流体の供給或
いは吸引の制御を行うポンプ・電磁弁制御ユニットと、前記内視鏡の備える電気的機能部
の制御を行う信号処理ユニットと、前記内視鏡の備える光学的機能部の制御を行う光源装
置、光源制御ユニット及びランプ点灯用電源ユニットとを有する内視鏡制御装置と、を具
備し、前記本体ユニットに着脱可能なユニバーサルコードユニットに、電源供給用の電源
線、映像信号伝送用の信号線、電気メス用のアース線用電線、光供給用のライトガイドの
いずれか２つ以上が挿通され、前記電気メス用のアース線用電線との信号伝送手段を、高
周波接続手段で構成したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、管路を挿入部に集約し、その集約された各管路の屈曲度を小さくする
とともに、分岐部を少なくして内視鏡の洗浄・消毒をより簡便に行える内視鏡システムを
実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明を、添付の図面にしたがってより詳細に説明する。
【００２０】
　第３図から第８図までを参照して本発明の第１実施形態を説明する。
【００２１】
　第３図に示すように本実施形態の内視鏡システム１００は、内視鏡２０と内視鏡制御装
置７１とで主に構成される。内視鏡制御装置７１には後述するマルチコネクタ７２が設け
られている。
【００２２】
　内視鏡２０は、いわゆる細長で可撓性を有する内視鏡挿入部（以下、挿入部と略記する
）２１及び内視鏡操作部（以下、操作部と略記する）２２を含む本体部ユニット２３と、
ユニバーサルコードユニット（以下、コードユニットと略記する）２４と、管路ユニット
２５とで構成されている。
【００２３】
　本体部ユニット２３とコードユニット２４とは図中の接続部Ａで着脱自在な構造で構成
されている。また、本体部ユニット２３と管路ユニット２５とは図中の接続部Ｂで着脱自
在な構造で構成されている。さらに、コードユニット２４と管路ユニット２５とは図中の
接続部Ｃで着脱自在な構造で構成されている。
【００２４】
　したがって、内視鏡２０として使用される場合においては、この第３図に示すように本
体部ユニット２３と、コードユニット２４と、管路ユニット２５とが全て接続されるよう
になっている。一方、内視鏡検査終了後の洗浄・消毒の際においては、後述する第５図に
示すように本体部ユニット２３と、コードユニット２４と、管路ユニット２５とをそれぞ
れ取り外せるようになっている。そして、取り外された管路ユニット２５については廃棄
され、本体部ユニット２３及びコードユニット２４について洗浄・消毒が行われる。つま
り、管路ユニット２５はディスポーザブルである。
【００２５】
　本体部ユニット２３、コードユニット２４及び管路ユニット２５の構成をそれぞれ説明
する。
【００２６】
　まず、本体部ユニット２３の構成を説明する。
【００２７】
　本体部ユニット２３の挿入部２１に、管路として例えば、送気／送水管路２６と、前方
副送水管路２７と、吸引管路２８とが設けられている。送気／送水管路２６は、内視鏡検
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査時に体腔内に空気を送るため、或いは内視鏡先端部に設けられている光学レンズカバー
（不図示）を洗浄するための水を送るための管路である。管路中途部には分岐部２６ａが
形成され、２つの管路２６ｂ、２６ｃに別れている。前方副送水管路２７は、体腔内の観
察部位に向けて送水を行って観察視野を確保或いは良好にするための管路である。吸引管
路２８は、検査中に体腔内の汚物を吸引する、あるいは、体腔内患部の組織採取（生検と
もいう）を行うための処置具を挿入するための管路である。これらの管路２６、２７、２
８の一端部は内視鏡挿入部２１の先端部２９に配置されている。一方、管路２６ｂ、２６
ｃ、２７、２８の他端部は操作部２２との境界部近傍である挿入部基端部側面に構成され
た管路ユニット連結部３０に集約されている。そして、先端部２９から管路ユニット連結
部３０に至る各管路２６、２７、２８は略直線的に挿入部２１に挿通されている。
【００２８】
　挿入部２１の先端部２９には内視鏡像を撮像するための電荷結合素子（以下、ＣＣＤと
略記する）３１が設けられている。ＣＣＤ３１からは駆動信号及び光電変換された電気信
号を伝送するＣＣＤ用信号線３２が延出している。また、この先端部２９には、照明光を
供給するライトガイド３３の先端部が図示しない照明光学系に臨まれている。さらに、電
気的処置を行う電気メスを使用する際の電気的安全性を確保するアース線の役割を果たす
アース線用電線３４が配設されている。
【００２９】
　ＣＣＤ用信号線３２は、挿入部２１内及び操作部２２内を経由して、この操作部２２内
に設けられている図中の斜線で示す制御ユニット３５に電気的に接続されている。制御ユ
ニット３５にはＣＣＤに対する電気信号を処理する信号処理回路の他に、電源回路、湾曲
部のアングル制御を行う制御回路、及び各種センサー信号を駆動／処理する駆動処理回路
等の各種周辺回路が設けられている。また、この制御ユニット３５には操作部２２に設け
られているズームスイッチ３６、フリーズスイッチ３７、送気／送水スイッチ３８や吸引
スイッチ３９等が電気的に接続されている。
【００３０】
　ズームスイッチ３６は内視鏡検査時に図示しない表示装置の画面上に表示されている観
察画像の拡大を指示するためのスイッチである。フリーズスイッチ３７は観察画像のフリ
ーズを指示するためのスイッチである。送気／送水スイッチ３８は送気／送水を制御する
ためのスイッチである。吸引スイッチ３９は吸引を制御するためのスイッチである。前記
本体部ユニット２３と前記コードユニット２４との接続手段は、マグネット構造、若しく
は、機械的コネクタ構造である。
【００３１】
　制御ユニット３５からは例えば信号線３５ａ、３５ｂが延出している。これら信号線３
５ａ、３５ｂ、前記アース線用電線３４の基端部及び前記ライトガイド３３の基端部は操
作部２２の基端部側面に構成されたコードユニット連結部（以下、コード連結部と略記す
る）４０に集約されている。
【００３２】
　なお、本図においては図示及び説明を省略しているが、本体部ユニット２３には挿入部
２１の先端部２９を例えば上下方向或いは左右方向に動作させるための、例えば、複数の
湾曲駒を連接して構成された湾曲部、アングルワイヤ、アングルレバー、アングルロック
レバーなどで構成されるアングル操作手段が設けられている。アングル操作手段の構成及
び作用は従来の内視鏡と同様の構造である。
【００３３】
　次に、コードユニット２４の構成を説明する。
【００３４】
　コードユニット２４は、可撓性を有する細長なコード部４１と、本体部ユニット連結部
（以下、本体部連結部と略記する）４２と、スコープコネクタ４３とで構成されている。
スコープコネクタ４３にはコネクタ配設部４３ａが設けられている。コネクタ配設部４３
ａには前記管路ユニット２５の後述する第２管路コネクタ部５２が着脱自在に配設される
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。　コードユニット２４にはライトガイド４４と、電気メス用のアース線用電線４５と、
信号線４６と、電源線４７等が挿通される。
【００３５】
　本体部連結部４２は、本体部ユニット２３に設けられているコード連結部４０に着脱自
在に接続される構成になっている。スコープコネクタ４３は、マルチコネクタ７２に着脱
自在に接続される構成になっている。前記スコープコネクタ４３には電源端子４７ａ、信
号伝送用端子４６ａ、アース端子（以下、Ｅ端子と略記する）４５ａ及びライトガイドコ
ネクタ４４ａが設けられている。
【００３６】
　次いで、管路ユニット２５の構成を説明する。
【００３７】
　管路ユニット２５はディスポーザブルである。管路ユニット２５は、第１管路コネクタ
部５１と、第２管路コネクタ部５２と、柔軟性を有する管路本体５３とで主に構成されて
いる。第１管路コネクタ部５１には鉗子栓５４が設けられている。管路ユニット２５には
前記送気／送水管路２６の基端部側を構成する管路２６ａ、２６ｂに連通する第１管路５
５ａ及び第２管路５５ｂと、前記前方副送水管路２７に連通する第３管路５６と、吸引管
路２８に連通する第４管路５７とが設けられている。
【００３８】
　第１管路コネクタ部５１は、本体部ユニット２３に構成されている管路ユニット連結部
３０に対して着脱可能な構成である。第１管路コネクタ部５１には、例えばゴム、シリコ
ンなど弾性部材の弾性力、或いは、マグネットの有する磁力、或いは樹脂部材、金属部材
で構成される機械的結合部等で構成される着脱部が設けられている。したがって、管路ユ
ニット連結部３０と、第１管路コネクタ部５１とはワンタッチで着脱される構成になって
いる。
【００３９】
　そして、管路ユニット連結部３０に対して第１管路コネクタ部５１を連結することによ
って、第１管路５５ａと管路２６ａとが、第２管路５５ｂと管路２６ｂとが、第３管路５
６と前方副送水管路２７とが、第４管路５７と吸引管路２８とが連通状態になる。
【００４０】
　なお、第１管路コネクタ部５１には処置具が挿入／抜去される開口部５８が設けられて
いる。このため、第４管路５７には、第１管路コネクタ部５１において分岐部５７ａが形
成されている。したがって、前記第４管路５７は、分岐部５７ａにおいて開口部５８に連
通する第１孔５７ｂと吸引管路２８に連通する第２孔５７ｃとに分岐している。
【００４１】
　鉗子栓５４は、開口部５８を塞ぐように第１管路コネクタ部５１に設けられる。鉗子栓
５４は、内視鏡観察状態において開口部５８を閉塞する。内視鏡観察中に処置具を使用す
る際には、鉗子栓５４に設けられている図示しないスリットから処置具を挿入する。
【００４２】
　第２管路コネクタ部５２の端面からは、第１管路５５ａ、第２管路５５ｂ、第３管路５
６及び第４管路５７の端部がそれぞれ突出している。第２管路コネクタ部５２は、スコー
プコネクタ４３に形成されているコネクタ配設部４３ａに着脱自在に配設されるように構
成されている。
【００４３】
　ここで、第３図ないし図７を参照して接続部の構成を説明する。
【００４４】
　まず、第３図、第４図及び第５図を参照して本体部ユニット２３とコードユニット２４
との接続部Ａの構成及び作用を説明する。
【００４５】
　第４図に示すように接続部Ａを構成するコード連結部４０と本体部連結部４２とには電
源の供給を行う電源伝送部４０ａ、４２ａと、映像信号等の電気信号の伝送を行う信号伝
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送部４０ｂ、４２ｂと、照明光の伝送を行う照明光伝送部４０ｃ、４２ｃと、アース線接
続部となる電線接続部４０ｄ、４２ｄとが設けられている。電源伝送部４０ａ、４２ａ及
び信号伝送部４０ｂ、４２ｂは、トランスを用いた非接触型の電磁誘導結合手段である非
接触電力伝送部及び非接触信号伝送部として構成されている。
【００４６】
　具体的に、コード連結部４０の電源伝送部４０ａには電圧制御ＩＣ６１を含む電源回路
６２に電力を伝達するための非接触電力伝送部を構成するためのトランスＴ１を構成する
二次側６０ａが設けられている。一方、本体部連結部４２の電源伝送部４２ａには第１ト
ランスＴ１を構成する一次側６０ｂと、前記電源端子４７ａから供給される電源（電圧）
によってをスイッチング駆動させる駆動回路ユニット６３とが設けられている。
【００４７】
　コード連結部４０の信号伝送部４０ｂにはトランスＴ２を構成する二次側６０ｃと、ト
ランスＴ２を駆動させる本体部側信号伝送ユニット６４とが設けられている。一方、本体
部連結部４２の信号伝送部４２ｂにはトランスＴ２を構成する一次側６０ｄと、トランス
Ｔ２にて伝送されたＣＣＤにかかる信号、アングル制御信号や各種センサー信号を再生し
てスコープコネクタ４３に伝送するコード側信号伝送ユニット６５とが設けられている。
【００４８】
　なお、トランスＴ１の二次側６０ａは電圧制御ＩＣ６１を含む電源回路６２に接続され
て制御ユニット３５に接続されている。また、本体部側信号伝送ユニット６４も制御ユニ
ット３５に接続されている。さらに、各トランスＴ１、Ｔ２の一次側６０ｂ、６０ｄと二
次側６０ａ、６０ｃとは絶縁構造で、かつ、防水構造で構成されている。
【００４９】
　コード連結部４０の照明光伝送部４０ｃには光学伝送手段である光コネクタ６６が設け
られ、本体部連結部４２の照明光伝送部４２ｃには光学伝送手段である光コネクタ６７が
設けられている。このことによって、コードユニット２４に設けられているライトガイド
４４によって伝送される照明光が、光コネクタ６７及び光コネクタ６６を介して本体部ユ
ニット２３に設けられているライトガイド３３に伝送される。
【００５０】
　なお、ライトガイド３３のコード連結部４０側の端部に、ライトガイド３３から分岐し
た分岐ライトガイド３３ａを設けている。この分岐ライトガイド３３ａの端面側の所定位
置には補助光源としてのＬＥＤ６８が配設されている。このことによって、内視鏡先端部
から照射される観察光の光量をＬＥＤ６８で補えるようになっている。このＬＥＤ６８は
、内視鏡２０に設けられている電源に接続される。
【００５１】
　コード連結部４０の電線接続部４０ｄには電気接点６９が設けられ、本体部連結部４２
の電線接続部４２ｄには電気接点７０が設けられている。このことによって、コードユニ
ット２４に設けられているアース線用電線４５と本体部ユニット２３に設けられているア
ース線用電線３４とが電気接点６９及び電気接点７０によって電気的に接続される。
【００５２】
　コード連結部４０及び本体部連結部４２には、マグネットの有する磁力、或いは樹脂部
材、金属部材で構成される機械的結合部等で構成される着脱部が設けられている。
【００５３】
　本実施形態においては、本体部ユニット２３にコード連結部４０を設け、コードユニッ
ト２４に本体部連結部４２を設けたことによって、第３図及び第５図に示すように本体部
ユニット２３とコードユニット２４とを着脱自在な構成にすることができる。
【００５４】
　また、本体部ユニット２３のコード連結部４０及びコードユニット２４の本体部連結部
４２においては、電気的な接続部を構成する電気メス用の電線接続部４０ｄ、４２ｄを電
気接点を設けて構成し、他の電気的な接続部を構成する電源伝送部４０ａ、４２ａ及び信
号伝送部４０ｂ、４２ｂを、トランスを有する非接触型の非接触電力伝送部及び非接触信
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号伝送部として構成したことによって、接続部における電気接点を極力少なくして、内視
鏡を洗浄・消毒するに当たっての問題であった錆の発生等、耐性品質を大幅に向上させる
ことができる。
【００５５】
　次に、前記第３図及び第５図を参照して管路ユニット２５と本体部ユニット２３との接
続部Ｂの構成及び作用を説明する。
【００５６】
　内視鏡２０を構成する本体部ユニット２３に設けられている各管路２６、２７、２８の
一端部は先端部２９に集約され、他端部は挿入部２１と操作部２２との略境界近傍である
管路ユニット連結部３０に集約されている。加えて、先端部２９から管路ユニット連結部
３０まで延びる管路２６、２７、２８の中途部から洗浄・消毒の際の作業性を複雑にさせ
る要因であったシリンダ部及び屈曲部を排除した構成にしている。
【００５７】
　また、管路ユニット連結部３０と第１管路コネクタ部５１とがワンタッチで接続可能な
ように構成している。したがって、第５図に示すように管路ユニット２５を取り外した状
態の本体部ユニット２３には、先端部２９から管路ユニット連結部３０までの間に略直線
的で長さ寸法が従来に比べて短縮された管路２６、２７、２８が分散されることなく集約
されている。
【００５８】
　つまり、本実施形態においては、本体部ユニット２３に管路ユニット連結部３０を設け
、管路ユニット２５に第１管路コネクタ部５１を設けたことによって、第３図及び第５図
に示すように本体部ユニット２３と管路ユニット２５とを着脱自在な構成にすることがで
きる。
【００５９】
　また、管路ユニット２５を本体部ユニット２３から取り外した状態において、本体部ユ
ニット２３にはシリンダ部の排除された略直線的な管路２６ａ、２６ｂ、２７、２８が集
約して設けられることによって、これら管路２６ａ、２６ｂ、２７、２８の洗浄・消毒作
業を速やか、かつ確実、容易に行うことができる。
【００６０】
　次いで、第３図、第６図及び第７図を参照して第２管路コネクタ部５２が配設されたス
コープコネクタ４３と内視鏡制御装置７１のマルチコネクタ７２との接続部Ｃの構成及び
作用を説明する。
【００６１】
　第３図及び第６図に示すように前記スコープコネクタ４３には電気系の接続部である電
源端子４７ａ、信号伝送用端子４６ａ、Ｅ端子４５ａ及び光系の接続部であるライトガイ
ドコネクタ４４ａが設けられ、コネクタ配設部４３ａには管路系の接続部である管路ユニ
ット２５の第２管路コネクタ部５２が配設されている。
【００６２】
　電源端子４７ａは内視鏡制御装置７１から供給される電源を内視鏡２０側に供給するた
めの端子である。信号伝送用端子４６ａは本体部ユニット２３と内視鏡制御装置７１との
間でＣＣＤ３１の信号や、アングル制御信号及び各種センサー信号等を伝達するための端
子である。ライトガイドコネクタ４４ａは内視鏡制御装置７１から供給される観察の際に
使用する観察光を内視鏡２０に導入するためのコネクタである。Ｅ端子４５ａは電気メス
用のアース線が接続される端子である。
【００６３】
　一方、内視鏡制御装置７１のマルチコネクタ７２には、前述のように構成されているス
コープコネクタ４３が接続される。第６図に示すようにマルチコネクタ７２には電気系の
接続部である電気系コネクタ７３と、光系の接続部である光系コネクタ７４と、管路系の
接続部である管路系コネクタ７５とが設けられている。
【００６４】
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　電気系コネクタ７３には、電源端子４７ａ、信号伝送用端子４６ａ及びＥ端子４５ａが
それぞれ電気的に接続される。光系コネクタ７４にはライトガイドコネクタ４４ａが接続
される。管路系コネクタ７５は、第２管路コネクタ部５２に設けられている第１管路５５
ａ、第２管路５５ｂ、第３管路５６及び第４管路５７がそれぞれ連結される。
【００６５】
　なお、符号７６は光源装置である。この光源装置７６にはランプ（不図示）、集光レン
ズ（不図示）、絞り（不図示）等が設けられており、ランプで発生された照明光が集光レ
ンズ、絞りを通過して光系コネクタ７４の所定位置に集光されるようになっている。
【００６６】
　前述のように構成されているスコープコネクタ４３を、矢印に示すよう内視鏡制御装置
７１のマルチコネクタ７２に近づけていき、さらに、スコープコネクタ４３をマルチコネ
クタ７２内に押し込んでいく。すると、第７図に示すようにワンタッチでスコープコネク
タ４３とマルチコネクタ７２とが接続された状態になる。そして、この接続状態において
、電気系コネクタ７３と電源端子４７ａ、信号伝送用端子４６ａ及びＥ端子４５ａとがそ
れぞれ電気的に接続される。また、光系コネクタ７４とライトガイドコネクタ４４ａとが
所定の状態に接続される。さらに、管路系コネクタ７５と、第１管路５５ａ、第２管路５
５ｂ、第３管路５６及び第４管路５７とがそれぞれ連通した状態で連結される。
【００６７】
　つまり、スコープコネクタ４３をマルチコネクタ７２に接続すると同時に、内視鏡制御
装置７１の電気系、光系及び管路系と、内視鏡２０の電気系、光系及び管路系との接続も
同時、かつ容易に行える。このことによって、従来の内視鏡システムのように各種管路を
接続する作業や、電気コネクタを接続する作業などを、それぞれ行うことから解消されて
、作業性の向上を図ることができる。
【００６８】
　ここで、第８図を参照して内視鏡制御装置７１の構成を説明する。
【００６９】
　図に示すように内視鏡制御装置７１には、前記光源装置７６、ランプ点灯用電源ユニッ
ト７７、映像信号処理ユニット７８、光源制御ユニット７９、ポンプ・電磁弁制御ユニッ
ト８０、送気送水用ボトル８１、副送水用ボトル８２、吸引用ボトル８３、送気送水用ポ
ンプ８４、副送水用ポンプ８５、吸引用ポンプ８６、送水用電磁弁８７、送気用電磁弁８
８、電源ユニット９０等が設けられている。
【００７０】
なお、符号９１はパネル制御ユニットである。符号９２は装置内送水用管路である。符号
９３は装置内送気管路である。符号９４は装置内副送水管路である。符号９５は装置内吸
引管路である。
【００７１】
　ランプ点灯用電源ユニット７７は、光源装置７６に設けられているランプの点灯状態を
制御する。映像信号処理ユニット７８は、制御ユニット３５に対応する各種信号の処理及
び制御を行う。光源制御ユニット７９は、映像信号処理ユニット７８、ランプ点灯用電源
ユニット７７からの出力信号を基に図示しない絞り制御ユニットを制御して観察光の明る
さ調整である調光等を自動制御するとともに、内視鏡２０に電源を供給する。
【００７２】
　ポンプ・電磁弁制御ユニット８０はそれぞれのポンプ８４、８５、８６及び電磁弁８７
、８８に電気的に接続され、前記送気／送水スイッチ３８や前記吸引スイッチ３９の操作
に対応して、送気／送水、吸引、副送水などを動作させるように直接的に各ポンプ８４、
８５、８６や各電磁弁８７、８８を制御する。したがって、従来の内視鏡のようにシリン
ダを設けることなく送気／送水、吸引、副送水等の管路が単純な構成になる。
【００７３】
　電源ユニット９０は、ポンプ・電磁弁制御ユニット８０、光源制御ユニット７９、映像
信号処理ユニット７８及びランプ点灯用電源ユニット７７等装置全体に電源を供給する。
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パネル制御ユニット９１は内視鏡制御装置７１に設けられる図示しない表示や設定を行う
ためのパネルを制御する。このパネル制御ユニット９１は、光源制御ユニット７９、映像
信号処理ユニット７８に接続され、装置全体をコントロールするようになっている。
【００７４】
　送気送水用ボトル８１には送気送水用ポンプ８４が接続され、副送水用ボトル８２には
副送水用ポンプ８５が接続され、吸引用ボトル８３には吸引用ポンプ８６が接続されてい
る。送水用電磁弁８７及び送気用電磁弁８８は、送気送水用ポンプ８４と送気送水用ボト
ル８１及び第２管路コネクタ部５２との間に配設されている。
【００７５】
　上述のように構成されている内視鏡システム１００の作用を説明する。
【００７６】
　まず、内視鏡システム１００によって内視鏡検査を実施する際、前準備として、本体部
ユニット２３の管路ユニット連結部３０に、管路ユニット２５の第１管路コネクタ部５１
を接続する。このことによって、管路ユニット２５の管路５５ａ、５５ｂ、５６、５７と
本体部ユニット２３の管路２６ａ、２６ｂ、２７、２８とが所定の連通状態になる。
【００７７】
　また、本体部ユニット２３のコード連結部４０にコードユニット２４の本体部連結部４
２を接続する。このことによって、トランスＴ１を有して構成される非接触電力伝送部に
よって電源の伝送が行える状態、トランスＴ２を有して構成される非接触信号伝送部によ
って信号が伝送される状態、ライトガイド４４によって伝送される照明光が光コネクタ６
７及び光コネクタ６６を介してライトガイド３３に伝送される状態及びアース線用電線４
５とアース線用電線３４とが電気接点６９及び電気接点７０によって電気的に接続された
状態になる。
【００７８】
　さらに、管路ユニット２５の第２管路コネクタ部５２をコードユニット２４を構成する
スコープコネクタ４３に設けられているコネクタ配設部４３ａに取り付ける。これらの一
連の作業を完了することによって、内視鏡２０が構成される。
【００７９】
　次に、内視鏡２０のスコープコネクタ４３を内視鏡制御装置７１のマルチコネクタ７２
に接続する。マルチコネクタ７２に対してスコープコネクタ４３をワンタッチで接続する
ことによって、内視鏡制御装置７１の電気系、光系及び管路系と、内視鏡２０の電気系、
光系及び管路系との接続が一度の接続動作で完了して、内視鏡システム１００のセットア
ップが完了する。
【００８０】
　次いで、内視鏡検査を開始するために内視鏡制御装置７１の電源をオン状態にする。す
ると、内視鏡２０に電源を供給するため光源制御ユニット７９がコードユニット２４内の
駆動回路ユニット６３を動作させる。このことによって、絶縁されたトランスＴ１を介し
て本体部ユニット２３内の電圧制御ＩＣ６１が作動されて電源が供給される。
【００８１】
　そして、磁界、電波等によって信号が伝送されると、内視鏡２０内の制御ユニット３５
が作動状態になり、例えばＣＣＤ３１が駆動される。すると、ＣＣＤ駆動信号が制御ユニ
ット３５を経由して本体部側信号伝送ユニット６４に伝達され、本体部側信号伝送ユニッ
ト６４内部においてＣＣＤ駆動信号が映像信号に変換され、さらに本体部側信号伝送ユニ
ット６４内に設けられたＡ／Ｄ変換器によってデジタル信号に変換される。
【００８２】
　このデジタル信号は、絶縁されたトランスＴ２を介してコードユニット２４のコード側
信号伝送ユニット６５に磁界、電波等によって信号伝送される。その後、スコープコネク
タ４３の信号伝送用端子４６ａ、内視鏡制御装置７１のマルチコネクタ７２に設けられて
いる電気系コネクタ７３を経由して映像信号処理ユニット７８に伝送されて所定の映像信
号に生成される。そして、生成された映像信号がこの映像信号処理ユニット７８に接続さ
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れた図示しない表示装置に出力されることによって、画面上に内視鏡観察映像が映し出さ
れて、内視鏡観察が行える。
【００８３】
　なお、前記信号伝送は、必ずしもＡ／Ｄ変換されたデジタル信号に限定されるものでは
なく、アナログ信号による伝送であっても良い。また、ＣＣＤ駆動信号を映像信号に変換
する信号処理を、本体部側信号伝送ユニット６４でなく、コード側信号伝送ユニット６５
で行うようにしても良い。
【００８４】
　また、電源が供給されて、制御ユニット３５が作動状態であることにより、本体部ユニ
ット２３に設けられている各種スイッチ３６、３７、３８、３９を操作することにより、
送気／送水、前方（副）送水、吸引、ズーム観察、画像フリーズなどの各種機能を指示す
る信号が内視鏡制御装置７１に伝送される
　加えて、制御ユニット３５が作動状態であるので、前記ＬＥＤ６８も点灯されて、内視
鏡観察に必要な照明光を補助的に供給する。したがって、万が一、内視鏡制御装置７１内
の光源装置７６のランプが寿命等で不点灯状態になってしまった場合でも、内視鏡画像の
観察を続行することが可能である。
【００８５】
　続いて、内視鏡検査終了後の内視鏡２０の洗浄・消毒について説明する。
【００８６】
　内視鏡検査終了後、内視鏡制御装置７１の電源をオフ状態にする。そして、内視鏡制御
装置７１と内視鏡２０とを別体にする。つまり、マルチコネクタ７２からスコープコネク
タ４３を取り外す。
【００８７】
　次に、管路ユニット２５の第２管路コネクタ部５２をスコープコネクタ４３のコネクタ
配設部４３ａから取り外すと共に、管路ユニット２５の第１管路コネクタ部５１を本体部
ユニット２３の管路ユニット連結部３０から取り外す。すなわち、管路ユニット２５を、
本体部ユニット２３及びコードユニット２４から分離する。そして、分離された管路ユニ
ット２５を廃棄する。このことによって、管路ユニット２５内の管路を洗浄・消毒する必
要がなくなる。
【００８８】
　次いで、コードユニット２４の本体部連結部４２を本体部ユニット２３のコード連結部
４０から取り外す。このことによって、コードユニット２４と本体部ユニット２３とが分
離された状態になる。コードユニット２４には、送気管路等の各種管路が設けられていな
い。このため、コードユニット２４については、外表面のみを洗浄・消毒すればよい。本
実施形態のコードユニット２４においては、従来の内視鏡に比較して電気接点が極めて少
ない。このため、洗浄・消毒の際の薬液等による耐性面での影響を最小限にすることがで
きる。具体的には、従来の電子内視鏡ではスコープコネクタの電気接点が約２０本以上で
あったのに対して、本実施形態では５つであるので１／４以下に激減している。このこと
によって、従来技術で採用されていた電気接点同士の接触による電気信号の伝送、電源の
供給における不具合を大幅に改善することができる。
【００８９】
　一方、本体部ユニット２３については、外表面の洗浄・消毒に加えて、管路２６ａ、２
６ｂ、２７、２８内の洗浄・消毒を行う。本体部ユニット２３においても、コードユニッ
ト２４との接続部分には電気接点がアース線用の１つだけである。また、挿入部２１にお
いては、従来の内視鏡の管路構成と比較して、長さ寸法が短く、且つ略直線的でシリンダ
部が排除されている管路２６、２７、２８であり、これら管路２６ａ、２６ｂ、２７、２
８の端部が管路ユニット連結部３０に集約して設けられているので、洗浄・消毒を迅速に
、確実、且つ容易に行うことができる。
【００９０】
　第９図から第１３図までを参照して本発明の第２実施形態を説明する。
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【００９１】
　本実施形態においては、前記第１実施形態で説明した第３図のＡ部で示した非接触電力
伝送部及び非接触信号伝送部を、内視鏡制御装置７１のマルチコネクタ１７２に設けられ
る電気系コネクタと、コードユニット２４のスコープコネクタ１４３との電気系の接続部
とに適用する。
【００９２】
　そして、第９図に示すように本実施形態の内視鏡２０Ａにおいてはコードユニット２４
と本体部ユニット２３とを一体な構成にしている。そして、本実施形態においては前記コ
ードユニット２４に当たる部分をユニバーサルコード１２４と呼び、ユニバーサルコード
１２４内に本体部ユニット２３から延出するライトガイド３３、アース線用電線３４及び
信号線３５ａ、３５ｂが挿通している。したがって、本実施形態の内視鏡２０Ａは、ユニ
バーサルコード１２４を延出する本体部ユニット２３と、管路ユニット２５とによって構
成される。その他の構成は前記第１実施形態と同様であり、同部材には同符号を付して説
明を省略する。
【００９３】
　本実施形態のスコープコネクタ１４３及びマルチコネクタ１７２の具体的な構成を説明
する。
【００９４】
　第９図及び第１０図に示すようにスコープコネクタ１４３には、電源供給の伝送を行う
ためのトランスＴ１を構成する２次コイル１０１と、映像信号等の伝送を行うためのトラ
ンスＴ２を構成する２次コイル１０２と、前記Ｅ端子４５ａと、前記ライトガイドコネク
タ４４ａとが設けられている。
【００９５】
　一方、第１０図に示すように内視鏡制御装置７１のマルチコネクタ１７２にはトランス
Ｔ１を構成する１次コイル１０３と、トランスＴ２を構成する１次コイル１０４と、前記
電気系コネクタ７３と、前記光系コネクタ７４と、前記管路系コネクタ７５とが設けられ
ている。
【００９６】
　第１１図に示すようにスコープコネクタ１４３に構成されるトランスＴ１の２次コイル
１０１側には電圧制御ＩＣ６１を含む電源回路６２が設けられている。そして、トランス
Ｔ１の１次コイル１０３側には、電圧制御ＩＣ６１を含む電源回路６２に内視鏡制御装置
７１からの電源を供給するための１次コイル１０３をスイッチング駆動させる駆動回路ユ
ニット６３が設けられている。
【００９７】
　一方、トランスＴ２の２次コイル１０２側にはトランスＴ２を駆動するコネクタ側信号
伝送ユニット１６４が設けられ、１次コイル１０４側には前記トランスＴ２にて伝送され
たＣＣＤの信号、アングル制御信号及び各種センサー信号を再生して映像信号処理ユニッ
ト７８に伝送する装置側信号伝送ユニット１６５が設けられている。
【００９８】
　前述のように構成されているスコープコネクタ１４３においても、マルチコネクタ１７
２に押し込んでいくことによって、第１２図に示すようにワンタッチでスコープコネクタ
１４３がマルチコネクタ１７２に接続された状態になる。このとき、同時に内視鏡制御装
置７１側の電気系、光系及び管路系と、内視鏡２０Ａ側の電気系、光系及び管路系とが接
続される。
【００９９】
　なお、電源回路６２及びコネクタ側信号伝送ユニット１６４は、前記本体部ユニット２
３の操作部２２近傍に設けられている制御ユニット３５に接続されている。
【０１００】
　また、照明光の光学伝送手段を、前記第９図及び第１０図に示したようにライトガイド
コネクタ４４ａの端面に光源装置７６からの照明光を集光させる構成の代わりに、第１３
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図に示すように光源装置７６からの照明光をライトガイド１０５によって伝送し、その伝
送された照明光を光コネクタ６７、６６によって、ライトガイド３３に伝送させる構成に
してマルチコネクタ１７２及びスコープコネクタ１４３を構成するようにしてもよい。
【０１０１】
　加えて、スコープコネクタ１４３内に、ライトガイド３３から分岐した分岐ライトガイ
ド３３ａを設け、この分岐ライトガイド３３ａの端面に対して内視鏡先端部から照射され
る観察光の光量を補う補助光源としてのＬＥＤ６８を設けるようにしてもよい。このＬＥ
Ｄ６８は、内視鏡２０Ａに設けられている電源に接続される。
【０１０２】
　上述のようにスコープコネクタ１４３を備えた内視鏡２０Ａとマルチコネクタ１７２を
備えた内視鏡制御装置７１とで構成される内視鏡システム１００Ａの作用を説明する。
【０１０３】
　第１実施形態と同様、内視鏡検査を実施する前準備として、本体部ユニット２３の管路
ユニット連結部３０に、管路ユニット２５の第１管路コネクタ部５１を接続する。また、
管路ユニット２５の第２管路コネクタ部５２をコードユニット２４を構成するスコープコ
ネクタ１４３に設けられているコネクタ配設部４３ａに取り付ける。これらの一連の作業
を完了することによって、内視鏡２０Ａが構成される。
【０１０４】
　次に、内視鏡２０Ａのスコープコネクタ１４３を内視鏡制御装置７１のマルチコネクタ
１７２に接続する。すると、トランスＴ１を有して構成される非接触電力伝送部によって
電源の伝送が行える状態、トランスＴ２を有して構成される非接触信号伝送部によって信
号が伝送される状態、内視鏡制御装置７１の電気系コネクタ７３、光系コネクタ７４及び
管路系コネクタ７５と内視鏡２０のＥ端子４５ａ、ライトガイドコネクタ４４ａ及び管路
５５ａ、５５ｂ、５６、５７とが接続された状態になる。つまり、マルチコネクタ１７２
とスコープコネクタ１４３とを接続する一度の動作で、電気系、光系及び管路系の接続を
行って、内視鏡システム１００Ａのセットアップが完了する。
【０１０５】
　次いで、内視鏡制御装置７１の電源をオン状態にする。すると、内視鏡２０に電源を供
給するための光源制御ユニット７９が装置内の駆動回路ユニット６３を動作させて、絶縁
されて構成されたトランスＴ１を介してスコープコネクタ１４３内の電圧制御ＩＣ６１が
作動されて内視鏡２０Ａに電源が供給される。そして、内視鏡２０内の制御ユニット３５
が作動状態になることにより、ＣＣＤ３１を駆動しＣＣＤ駆動信号が制御ユニット３５を
経由しコネクタ側信号伝送ユニット１６４に伝達される。
【０１０６】
　ＣＣＤ駆動信号は、コネクタ側信号伝送ユニット１６４内部において映像信号に変換さ
れ、さらにコネクタ側信号伝送ユニット１６４内に設けられたＡ／Ｄ変換器によりデジタ
ル信号に変換される。このデジタル信号は、絶縁されて構成されたトランスＴ２を介して
装置側信号伝送ユニット１６５に磁界、電波等によって信号伝送され、内視鏡制御装置７
１の映像信号処理ユニット７８に伝送されて内視鏡観察を行える。
【０１０７】
　続いて、内視鏡検査終了後の内視鏡の洗浄・消毒について説明する。
【０１０８】
　内視鏡検査終了後、内視鏡制御装置７１の電源をオフ状態にする。そして、内視鏡制御
装置７１と内視鏡２０とを別体にする。つまり、マルチコネクタ７２からスコープコネク
タ４３を取り外す。また、管路ユニット２５の第２管路コネクタ部５２をスコープコネク
タ４３のコネクタ配設部４３ａから取り外すと共に、管路ユニット２５の第１管路コネク
タ部５１を本体部ユニット２３の管路ユニット連結部３０から取り外す。すなわち、管路
ユニット２５を本体部ユニット２３及びコードユニット２４から分離する。そして、分離
された管路ユニット２５を廃棄する。
【０１０９】
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　したがって、本実施形態においてはユニバーサルコード１２４を延出する本体部ユニッ
ト２３の洗浄・消毒を行う。この際、ユニバーサルコード１２４及び本体部ユニット２３
の外表面と、各管路２６ａ、２６ｂ、２７、２８内の洗浄・消毒を行う。
【０１１０】
　本実施形態のユニバーサルコード１２４においては、従来の内視鏡に比較して電気接点
が極めて少ない。具体的には、従来の電子内視鏡ではスコープコネクタの電気接点が約２
０本以上であったのに対して、本実施形態では１／２０以下の１つだけである。このこと
によって、洗浄・消毒の際の薬液等による耐性面での影響をさらに最小限にすることがで
きる。その他の作用及び効果は前記第１実施形態と同様である。
【０１１１】
　なお、内視鏡を構成するに当たって、第１実施形態と第２実施形態とを併用し、両者の
構造を採用することも可能であることは言うまでもない。
【０１１２】
　第１４図から第１６図までを参照して本発明の第３実施形態を説明する。
【０１１３】
　本実施形態においては、前記第２実施形態の説明で使用した第９図及び第１０図で示し
たスコープコネクタ１４３のＥ端子４５ａとマルチコネクタ１７２の電気系コネクタ７３
との接続部分の構成が異なっている。
【０１１４】
　本実施形態のスコープコネクタ２４３とマルチコネクタ２７２の具体的な構成を説明す
る。
【０１１５】
　第１４図に示すようにスコープコネクタ２４３には、前記２次コイル１０１、１０２と
、前記ライトガイドコネクタ４４ａと、高周波接続手段を構成する内視鏡側電気接続部２
０１が設けられている。一方、マルチコネクタ２７２には前記１次コイル１０３、１０４
と、前記光系コネクタ７４と、前記高周波接続手段を構成する装置側電気接続部２０２と
が設けられている。
【０１１６】
　第１５図に示すように内視鏡側電気接続部２０１及び装置側電気接続部２０２は、金属
等の導電体２０４に誘電体２０３を配設してコンデンサと同様の機能を有する構成になっ
ている。導電体２０４と誘電体２０３とで構成された内視鏡側電気接続部２０１と装置側
電気接続部２０２とは、直流的に絶縁され、かつ防水構造でマルチコネクタ２７２及びス
コープコネクタ２４３に配設される。
【０１１７】
　前述のように構成されているスコープコネクタ２４３を、マルチコネクタ２７２に押し
込むことによって、第１６図に示すようにワンタッチでスコープコネクタ２４３がマルチ
コネクタ２７２に接続された状態になる。このとき、同時に、内視鏡制御装置７１側の電
気系、光系及び管路系と内視鏡２０Ａ側の電気系、光系及び管路系とが接続される。
【０１１８】
　なお、電気メスの出力周波数は、一般的に、３５０ＫＨｚ以上であり、第１６図に示す
電気的接続状態における導電体２０４と誘電体２０３との構成によるコンデンサ構造にお
いては高周波的に十分低インピーダンスになる。このため、内視鏡側電気接続部２０１と
装置側電気接続部２０２とによって、電気メスのアース接続として問題のないレベルでの
接続が可能である。
【０１１９】
　その他の構成は前記第２実施形態と同様であり、同部材には同符号を付して説明を省略
する。
【０１２０】
　上述のように構成されたスコープコネクタ２４３においては、ユニバーサルコード１２
４を延出する本体部ユニット２３の洗浄・消毒を行う際、ユニバーサルコード１２４にお
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いては電気接点構造をなくして、薬液等に対する耐性面での影響をさらに最小限にするこ
とができる。
【０１２１】
　第１７図から第２２図までを参照して本発明の第４実施形態を説明する。
【０１２２】
　本実施形態においては、前記第３実施形態の説明で使用した第１４図及び第１６図で示
したスコープコネクタ２４３とマルチコネクタ２７２との電気的な接続部分及び光系の接
続部分を回転可能な構造にするものである。
【０１２３】
　本実施形態の具体的な構成を説明する。
【０１２４】
　第１７図及び第１８図に示すように本実施形態においては、スコープコネクタ３４３と
第２管路コネクタ部５２とは別体である。
【０１２５】
　スコープコネクタ３４３は、外装部材３０１と円板状部材３０２とで主に構成されてい
る。外装部材３０１は絶縁部材で形成され、この外装部材３０１の先端面側の所定位置に
円板状部材３０２が配設される。外装部材３０１の外周面には、例えば２つの周溝３０３
、３０４が形成されている。
【０１２６】
　円板状部材３０２の中央部には前記ライトガイドコネクタ４４ａが配置される。円板状
部材３０２には、ライトガイドコネクタ４４ａを中心にして、トランスＴ１を構成する２
次コイル３０５と、トランスＴ２を構成する２次コイル３０６とが同心円上に配置されて
いる。トランスＴ１とトランスＴ２との間にはトランス間の電気的絶縁を確保する絶縁部
材３０７が設けられている。この絶縁部材３０７にはトランス相互の漏れ磁束による信号
の悪影響を低減するためのシールド部（不図示）が設けられている。なお、トランスＴ１
は非接触電源接続部用であり、トランスＴ２は非接触信号伝送部用である。
【０１２７】
　一方、第１７図及び第１９図に示すように内視鏡制御装置７１にはコネクタ部３７２が
設けられている。コネクタ部３７２は、スコープコネクタ３４３が配設される電気系と光
系とを兼ねるマルチコネクタ部３１１と、第２管路コネクタ部５２が配設される管路系コ
ネクタ部３１２とを有している。
【０１２８】
　マルチコネクタ部３１１は、外装を構成する円筒形部材３１３と、円筒形部材３１３に
形成される内部空間底面に配置される、前記円板状部材３０２に対応する、円板状部材３
１４とで構成される。円筒形部材３１３の中央部にはライトガイドコネクタ４４ａに対応
する光系コネクタ７４が設けられている。
【０１２９】
　円筒形部材３１３の内部空間３１３ａ内にはスコープコネクタ３４３が配設される。円
筒形部材３１３の内部空間３１３ａは、スコープコネクタ３４３がライトガイドコネクタ
４４ａを中心にして回動するように形成されている。また、円筒形部材３１３の内周面に
はボールプランジャー３１７が複数個配設される。これらボールプランジャー３１７に設
けられている図示しない付勢部材によって中心軸方向に付勢されているボールは、外装部
材３０１の周溝３０３、３０４に配置されるようになっている。つまり、スコープコネク
タ３４３を、マルチコネクタ部３１１に押し込むことによって、スコープコネクタ３４３
は内部空間３１３ａに所定の接続状態で回動可能に保持される。また、スコープコネクタ
３４３の着脱性を良好にすることかできる。
【０１３０】
　円筒形部材３１３の底面にはトランスＴ１を構成する１次コイル３１５と、トランスＴ
２を構成する１次コイル３１６とが光系コネクタ部７４を中心に、同心円上に配置されて
いる。トランスＴ１とトランスＴ２との間には前記絶縁部材３０７が設けられている。
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【０１３１】
　第２０図に示すように例えば円板状部材３０２は、外周側から順にトランスＴ１を構成
するＴ１構成用ボビン３２１及びＴ１用コア部材３２２と、シールド部材含む絶縁部材３
０７と、トランスＴ２を構成するＴ２構成用ボビン３２３及びＴ２用コア部材３２４とで
構成されている。
【０１３２】
　なお、第２１図に示すようにＴ１構成用ボビン３２１及びＴ２構成用ボビン３２３には
コイル３２５が巻回されて、それぞれのトランスＴ１、Ｔ２の２次コイル３０５、３０６
が形成される。また、円板状部材３０２は、スコープコネクタ３４３を構成する外装部材
３０１の先端側部に例えば充填材（不図示）を注入して組み付けられる。そして、マルチ
コネクタ部３１１と接触する先端面には蓋（不図示）を被せた状態で、絶縁処理及び防水
処理が施される。一方、円板状部材３１４は、マルチコネクタ部３１１を構成する円筒形
部材３１３の底部に例えば充填材（不図示）を注入して組み付けられる。スコープコネク
タ３４３と接触する面には蓋（不図示）を被せた状態で、絶縁処理及び防水処理が施され
る。
【０１３３】
　本実施形態においては、第２２図に示すように内視鏡２０Ａのスコープコネクタ３４３
を内視鏡制御装置７１のマルチコネクタ部３１１に接続するとともに、第２管路コネクタ
部５２を管路系コネクタ部３１２に接続して内視鏡システム１００Ａのセットアップが完
了する。
【０１３４】
　スコープコネクタ３４３とマルチコネクタ部３１１とは、この状態において、スコープ
コネクタ３４３が回転しても、ライトガイド４４ａ及び光系コネクタ７４が中央に位置し
、このライトガイド４４ａ及び光系コネクタ７４に対して同心円上に配置された非接触電
源接続部を構成するトランスＴ１及び非接触信号伝送部を構成するＴ２によって電力及び
電気信号の伝送が可能であるので、スコープコネクタ３４３が矢印に示すように回動され
た場合でも、確実に電力及び電気信号の伝送を行うことかできる。
【０１３５】
　したがって、観察中に本体部ユニット２３を挿入方向に対して回転させる手技を実現す
ることができる。このことによって、例えば、大腸検査に内視鏡を使用する場合において
、観察中に内視鏡本体を挿入方向に対して回転させるという手技を行いながら、複雑な大
腸の形状に対して、より確実、かつ短時間に挿入させて観察を行うことができる。
【０１３６】
　以上のように、本発明にかかる内視鏡システムは、本体部ユニットに集約された各管路
の屈曲度を小さくするとともに、分岐部を少なくして内視鏡の洗浄・消毒をより簡便に行
える。
【０１３７】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１３８】
【図１】従来の内視鏡を示す図。
【図２】従来の内視鏡に設けられている管路を説明する図。
【図３】本発明の第１の実施形態の内視鏡システムの構成を説明する図。
【図４】本体部ユニットとユニバーサルコードユニットとの接続部の構成を説明するブロ
ック図。
【図５】内視鏡を本体部ユニットと、ユニバーサルコードユニットと、管路ユニットとに
分離させた状態を示す図。
【図６】スコープコネクタの電気系、光系、管路系とマルチコネクタの電気系、光系、管
路系との接続部の構成を説明する図。
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【図７】スコープコネクタをマルチコネクタに接続した状態を示す図。
【図８】内視鏡制御装置の構成を説明する図。
【図９】本発明の第２の実施形態の内視鏡システムの構成を説明する図。
【図１０】スコープコネクタの電気系、光系、管路系とマルチコネクタの電気系、光系、
管路系との接続部の構成を説明する図。
【図１１】スコープコネクタの電気系とマルチコネクタの電気系との接続部の構成を説明
するブロック図。
【図１２】スコープコネクタをマルチコネクタに接続した状態を示す図。
【図１３】スコープコネクタの光系とマルチコネクタの光系との接続部の構成を説明する
図。
【図１４】スコープコネクタ及びマルチコネクタの別の構成例を説明する図。
【図１５】電気メスのアース接続を行う高周波接続手段の構成を説明する図。
【図１６】スコープコネクタ及びマルチコネクタの別の構成例の接続した状態を示す図。
【図１７】マルチコネクタ部に配置されるスコープコネクタが回動する構成を説明する図
。
【図１８】スコープコネクタの構成を説明する図。
【図１９】マルチコネクタ部の構成を説明する図。
【図２０】円板状部材の構成例を説明する図。
【図２１】コイルの構成例を説明する図。
【図２２】マルチコネクタ部に配置されたスコープコネクタが回動状態であることを説明
する図である。
【符号の説明】
【０１３９】
２０…内視鏡　　２１…挿入部　　２２…操作部　　２３…本体部ユニット
２４…コードユニット　　２５…管路ユニット　　２６…送水管路
２７…前方副送水管路　　２８…吸引管路　　３０…管路ユニット連結部
３２…ＣＣＤ用信号線　　３３…ライトガイド　　３３ａ…分岐ライトガイド
３４…アース線用電線　　３５…制御ユニット　　４０…コード連結部
４１…コード部　　４２…本体部連結部　　４３ａ…コネクタ配設部
４３…スコープコネクタ　　４４…ライトガイド　　４５…アース線用電線
４５ａ…端子　　４６…信号線　　４６ａ…信号伝送用端子　　４７…電源線
４７ａ…電源端子　　５１…第１管路コネクタ部　　５２…第２管路コネクタ部
５３…管路本体　　５４…鉗子栓　　５７ａ…分岐部　　５８…開口部
１００…内視鏡システム
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摘要(译)

内窥镜系统，其中内窥镜可以容易地清洁和消毒。内窥镜系统包括：内
窥镜，包括至少一个主体单元，该主体单元通过将各种通道收集到主体
单元的一部分而形成;以及通道单元，包括与收集到主体单元的各种通道
连通的各种通道，内窥镜控制装置包括至少一个泵/电磁阀控制单元，该
控制单元控制通过内窥镜的各个通道供给或抽吸流体的操作。
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